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「自主自律の学び」を研究・支援する
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今年度より所長に着任しました兼古です。よろしくお願いいたします。

学修・教育開発センター(CRED)は、平成26年4月に発足してから、この4月で8回目の春を迎えました。

CREDの主たる活動目的は、本学学生の主体的学びを支え伸ばすことです。急速に変化していく社会の中で、

大学として何ができ、何を変革することが必要で、何から実行できるのか、多くの課題がありますが、柔軟に

発想し、前進する姿勢で臨みたいと思っています。CREDの担う業務活動を見渡してみると、IR関連各種アン

ケート、FD/SD計画、教職員研究会、シラバス関連、manabaの管理・運用などがあります。さらに共通教育

推進室との連携、また学生CREDの活動を支える役目などもあり、幅広く学生の学びとの関わりが広がってい

ます。CREDとしての目標・計画のひとつである「学修成果・教育成果の把握・可視化」は、昨年度から引き

続き、令和3年度の取り組みとして大きく掲げています。本学の直接評価の水準を高めるためにも必須な目標

と言え、「自ら目標を明確にして主体的に学修に取り組む自律的な学修者」を育成するために、今年度より学

修成果アセスメントシステムを導入すべく、計画を進めています。

教職員の皆さまのお知恵、お力をお借りしながら、積極的に活動を続けていく所存です。今後ともどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

CREDに関連する案内や資料は、下記HPに掲載しております。

①大学HP（基本情報・研修会情報など学外からの閲覧はこちらから）

https://www.tokyo-kasei.ac.jp/campus_support/cred/

②サイボウズガルーン（申請書など。学内からのみ閲覧可）

ファイル管理→部門別→学修・教育開発センター→申請書

CREDの資料掲載とアクセス
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よろしくお願いいたします。

〈アクセス〉板橋校舎百周年記念館1階奥



CREDレターに関する問い合わせ先 学修・教育開発センター（板橋校舎百周年記念館１階）

電話番号：03-3961-0284

E-mail：cred@tokyo-kasei.ac.jp

今年度教育改革推進経費（学長裁量費）予算による研究・開発の案件が、審査を経て8件採択されました。

この経費は、本学の教育をさらに充実・向上させるために、教育方法や教材の研究・開発に対して必要な費

用全般を補助するためのものです。

令和3年度 教育改革推進事業、採択案件

令和3年度教職員研究会

令和3年度授業アンケートを以下の日程で実施いた

します。

前期授業アンケート

5/21,7/2 教員向けアナウンス（メール）

5/21～7/29 回答可能期間

後期授業アンケート

9/17,11/30 教員向けアナウンス（メール）

9/17～1/31 回答可能期間

授業終了時期になりましたら、先生方はご担当の

授業でアンケートを実施していただきますよう、お

願いいたします。実施方法は例年とおりです。詳細

は、教員向けアナウンス（メール）よりご確認願い

ます。

令和2年度後期授業アンケートの結果報告書を公開

しました。公開先は次のとおりです。

（大学HP）MENU →「学修支援と学生生活」

→「大学IR」→「授業アンケート」内＜授業アン

ケート 結果公開＞

授業アンケート

タイプA（個人で申請、1件あたり予算50万円以下）

• 重村泰毅准教授「ポストコロナに継承される学習環

境づくり-ハイブリッド授業環境とエデュケーショ

ナルイラストレーションの開発-」

• 齋藤昭彦教授「骨学の自己学習システムの開発」

• 天野美穂子講師「オンデマンド型授業における学生

の心理的効果の検証及びモティベーションを維持す

るメディア教材作成の検討」

• 尾崎司准教授「施設実習（保育実習）におけるルー

ブリックの開発」

• 霜越多麻美講師「在宅看護実践につながる在宅看護

学の教育内容の明確化と質の向上」

• 小池新教授「家政大生の読解力の現状把握を考え

る」

タイプB（組織で申請、1件あたり予算250万円以下）

• リハビリテーション学科「COVID-19パンデミック

を契機とした実習教育改革 ‐OSCE を用いた

Problem-based Learningによるリハビリテーショ

ン学習システムの確立‐」

• グローバル教育センター「自律的学習者を育てるパ

イロットプログラムの開発」

2015年3月の大学卒業生を対象に、卒業生調査

を実施しました。調査内容は、大学IRコンソーシ

アムにより作成された共通設問で、在学時の振り

返りや、卒業後のキャリアや意識に関する問から

なります。実施状況は次の通りです。

実施期間：令和2年12月～1月

実施方法：Webから回答

対象者 ：2015年3月大学卒業者

（住所判明者のみ）1,053名

回答状況：26%（273件）

令和2年度卒業生調査実施状況

第一部 基調講演（オンライン開催）
7/15（木）15：20～17：00
・ 講演者 篠田道夫(日本福祉大学学園参与）
・ 演 題 中長期計画の実質化

−より良い大学づくりの更なる前進を目指して−
7/22（木）（オンデマンド配信）
・ 説明者 学長 井上俊哉

本学の中長期計画の概要とその実質化に向けた取り組み
に関して 及び 第二部のための事前課題提示

第二部
9/6（月）13：00～17：00
※プログラム詳細は検討中

ご予定確保願います

テーマ：東京家政大学の中長期計画の実質化に向けて

－ 目標の共有とPDCAサイクルの実践 －


